
かった角田（皆斗）が力を持っていて、
きちんと指導していけば、屋台骨を支
えるピッチャーになるなと確信しまし
た。春季リーグ終了後、現在の４番の
濱田（竜之祐）には、「お前は今日か
ら４番だ」と指名しました。
小宮会長●指名したわけですか？
齋藤監督●ええ。４番バッターとエース
が決まれば何とかなるんです、野球っ
て。特に打線のほうは４番バッターの
心構えや練習に対する取り組み、相手
の攻め方などを濱田、それから渡辺（和
哉）にも指導していきました。
編集部●「専大八種」と銘打った、練習
があるとお聞きしましたが。
齋藤監督●全国の強豪チームに比べて体
ができていない印象がありました。（昨
年）２部で、東洋大と試合をやったとき
にウチは体が半分ぐらいしかできてな
かったんです。そこで隙間の時間でで
きる練習として考えたのが「専大八種」
です。ほとんどインターバルを入れな
いことで心肺機能などを強化できます。
編集部●身体能力など、体をつくってい
ったわけですね。では、村田監督がラ
グビー部員を最初に見たときの印象は
いかがでしたか？
村田監督●正直、サークルみたいな感じ

選手との初対面では、
物足りなさを感じた

編集部●本日は、お集まりいただき、あ
りがとうございます。さっそくですが、
まず監督就任当初にチームを見たとき
の第一印象から教えてください。
齋藤監督●昨年の２月１日、就任のあい
さつをしたときの部員の表情は不安が
半分以上、期待が半分未満という感じ
でした。2000年代に入ってから１部
昇格が３回ありますが、すべて１シー
ズンで降格していたことも関係してい
たのかもしれません。
私市副会長●そこから、どうやってチー
ムを強くしていこうと？
齋藤監督●まず、彼らの力量を見ようと、
いろいろ練習させましたが、合格点に
は、ほど遠かった。ピッチャーが誰か、
４番が誰なのか全然わからない状態で
した。しかし、リーグ戦が始まるまで、
１カ月あるかないか。そのため、（昨
年の）春季リーグ戦中に個々人の力量
と可能性、性格などを少しずつ把握し
ていきました。
小宮会長●その過程で、秋に向けての手
ごたえを感じられたのですか？
齋藤監督●はい。４年生まで投げていな
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陸上競技部、野球部、ラグビー部監督が、
過去・現在、
そして“これから” を語る

齋藤正直 野球部監督
さいとう　まさなお●1983（昭和58）年、
経済学部経済学科卒業。1960年生まれ。
秋田県出身。大学時代は１年から４番を
務め、東都大学リーグで２度優勝。大学
４年時にはプロ10球団からのドラフト指
名を拒否し、1983年、川崎製鉄千葉（現
JFE東日本）に入社。12年間現役を続け、
1994年から1998年まで監督を務める。
2014年２月に専修大学硬式野球部監督
に就任。

村田 亙 ラグビー部監督
むらた　わたる●1990（平成２）年文学
部人文学科卒業。1968年生まれ。福岡
県出身。大学４年時に主将として関東大
学リーグ優勝に貢献。卒業後は東芝府中
に入社、日本選手権を３連覇。その後、
アビロン・バイヨンヌ（フランス）、ヤマ
ハ発動機ジュビロへ移籍し40歳で現役引
退。７人制ラグビー日本代表監督、専修
大学ラグビー部アドバイザーを経て、
2012年より監督を務める。

小宮多喜次 校友会長
こみや　たきじ●1965（昭和40）年法学
部法律学科卒業。1938年生まれ。東京
都出身。1956年、東京消防庁入庁、目
黒消防署長、救急部長、消防総監などを
歴任。現在は、学校法人専修大学監事、
東京共済生活協同組合理事長、日本火災
学会員、特定非営利活動法人日本防災士
機構総務理事、近代消防誌論説委員、一
般社団法人江戸消防記念会名誉会長。

私市政夫 校友会副会長
きさいち　まさお●1960（昭和35）年商
経学部経済学科卒業。1936年生まれ。
東京都出身。1960年、日産プリンス多摩
販売株式会社入社、専務取締役、監査役
を経て、1999年退社。同年、カーライフ
ハギワラグループに入社して最高顧問を
務めた後、退社。現在は、三英電設株式
会社監査役を務める。
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伊藤国光 陸上競技部監督
いとう　くにみつ●1955（昭和30）年生
まれ。長野県出身。高校時に全国高等学
校駅伝競走大会に３年連続で出場し、３
年時に区間賞を獲得。高校卒業後、カネ
ボウ陸上競技部へ。10,000mで日本新記
録、マラソン、30kmロードレース、
20,000mなどで日本最高記録を更新する。
現役引退後は、カネボウ陸上競技部監督
として腕を振るい、2012年４月より、専
修大学陸上競技部監督に就任。

監督は、何を考え、
チームを強くしたのか？

特別座談会

7月28日、専修大学の伊勢原体育寮に小宮校友会長、私市校友会副会長（体育振興部担当副会長）、
そして、東都大学春季リーグを優勝した野球部監督・齋藤正直さん、
関東大学リーグ戦１部昇格を果たしたラグビー部監督・村田亙さんにお集まりいただき、
野球部、ラグビー部それぞれの過去・現在、そして、今後の目標について語り合っていただきました。
残念ながら日程が合わず、箱根駅伝出場を目指す陸上競技部監督・伊藤国光さんには、
大特集②として単独インタビューでお話を伺いました。
※座談会、インタビューは秋シーズンが始まる前に行っているため、秋シーズンの結果については反映していません。

4   No. 73  2015. 10  No. 73  2015. 10 5


